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での「基礎づけ主義」として解されることは、はじめに述べた通りである。 
また、世界経験のアプリオリな「構造」把握は、むしろ『イデーン』期以来「静態的現象学」
の分析課題ではなかったか。しかし、スタインボックもその著作を締め括る最終節では次のよ
うに述べている。「現象学の事象は世代発生的であり、従って絶えず生成しつつある事象なので
あるから、世代発生的現象学は静態的から発生的、世代発生的へ、また世代発生的から発生的、
静態的へ、等々、絶えず『前後に』に行き来することを要求するであろう」(HB,268)と。従っ
て、「静態的現象学」ならびに「発生的現象学」というフッサール自身によって定式化された二
つの分析方法は、決して昇りつめた後に捨て去られるべき「梯子」を意味するものではない。
さらにスタインボックは、この永続的な前後運動としての現象学それ自体が、「世代性」という
意味の生成発展過程に対する学問的な「参加(participation)」活動であるという点を強調する。
つまり、現象学を営むということは単なる「記述学」の遂行に留まらず、むしろ「世代発生の
過程のうちにある相互主観的で歴史的な構造の意味的発展に対する参加」(HB,268)を意味する。 
フッサールにとって「究極的な基礎づけに基づく学」は、「究極的な自己責任」によって引
き受けられるべき学問的課題を意味していた(V,139)。スタインボックも言うように、ヨーロッ
パ諸学の「危機」を訴え、その克服を目指すフッサールの学問的企図は、歴史的世界に対する
哲学者としての倫理的な参加活動であった。絶えず変化のうちにある「世代性」を理論的根拠
としてフッサールの「主観性」への還元を批判した世代発生的現象学が、現象学を営む省察者
自身に対して「主観的」反省を促す側面があるとすれば、それは現象学の遂行をこうした責任
ある「参加」として自覚すべきだという倫理的観点であろう。その限りにおいて、フッサール
の「超越論的」哲学の内的「動機」は、世代発生的現象学によって積極的に継承されていると
言うことができる。 
（まえだなおや 大学院博士後期課程） 
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